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目的 遺伝子の発現量などから細胞状態の遷移過程を捉える疑似時間
解析において、実験条件の異なるデータから得られる疑似時間経路を
理論的に比較する計算手法が求められている。既存手法では線形構造
の比較しか行えないため、経路に分岐が含まれる場合、その選択に解
析者によるバイアスがかかっていた。

内容 比較したい疑似時間経路に分岐が含まれるような場合に、客観
的に比較可能な手法CAPITALを開発した。

結果 公開されているヒトの筋細胞データの組を用いたところ、マー
カー遺伝子の発現ダイナミクスを正しく捉え、既報の結果と概ね合致
したため、開発手法の妥当性がある程度示されたと考える。
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